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じる下口層の反射性血管拡張反応をレーザードップラー血流計で測定した。 Vsp または ISN に GABA
(1 0， 100μM， 1 mM) , GABAA 受容体作動薬 (muscimol;1 00μM) ， GABAA 受容体桔抗薬 (bicuculline;1 
mM) , GABAB 受容体作動薬 (baclofen;1 00μM) ， GABAB 措抗薬 (CGP35348;1 mM) をそれぞれ投与 (0.3
μ1)した際の，反射性血管拡張反応の変化を観察した。
【結果] GABA, GABAA 受容体作動薬， GABAB 受容体作動薬の Vsp または ISN への投与により下口層
の反射性血管拡張反応はそれぞれ有意に抑制された。また各受容体の桔抗薬を前投与した場合，これ
らの抑制作用は有意に減弱された。
【結論]下口唇に生じる体性ー副交感神経反射性血管拡張反応は， Vsp 及び ISN 内に存在する GABAA及













第 2 章では，反射中枢である Vsp， ISN へ薬剤を投与するための手技及び，薬剤投与位置確認方法に
記述している。
第 3， 4 , 5 章では， Vsp または ISN へ GABA， GABAA, GABAB 受容体作動薬， GABAA, GABAB 受
容体措抗薬をそれぞれ投与した際に，下口唇に生じる体性.副交感神経反射性血管拡張反応へ及ぼす影
響を調べ，その制御方法について検討している。 GABA， GABAA 受容体作動薬， GABAB 受容体作動薬
の Vsp または ISN への投与により下口唇の反射性血管拡張反応はそれぞれ有意に抑制された。また各
受容体の桔抗薬を前投与した場合，これらの抑制作用は有意に減弱された。これらの結果から，下口
層に生じる体性-副交感神経反射性血管拡張反応が， Vsp 及び ISN 内に存在する GABAA 及び GABAB
受容体を介して抑制されることが示唆され， GABA 受容体を介して反射制御を行える可能性が示され
た。
第 6， 7, 8, 9 章ではそれぞれ，将来構想，結論，参考文献，図を記載している。
以上，本論文は，下口層に生じる体性.副交感神経反射性血管拡張反応が反射中枢において， GABA 
受容体作動性に抑制されることを明らかにしたものであり，これは周術期出血量減少や臓器血流維持
による治癒過程促進の研究に大きく貢献する。よって博士(歯学)の学位に値するものと審査した。
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